
複雑性の克服、RTL までの時間短縮、
設計工数削減

手書きによる RTL 開発およびデバッグが必
要な従来のハードウェア設計手法は、今日
の複雑な設計には時間がかかりすぎます。
Catapult® C Synthesis は、業界標準の
ANSI C++ および SystemC を用いて機
能的意図を記述し、より生産性の高い抽象
度への移行を可能にすることにより、設計者
を支援します。Catapult C Synthesis は、
これらの高位記述から最終製品品質の
RTL を生成します。このアプローチにより、
制御ブロックとアルゴリズム・ユニットの両方
から構成される完全な階層構造のシステム
を自動的に実装し、マニュアルでの設計フ
ローで発生しやすいコーディング・エラーや
バグを解消します。RTLまでの時間を加速
し、バグのない RTL を自動生成することに
より、Catapult C Synthesis は検証済み
RTL 完成までの時間を大幅に短縮します。

複雑な ASIC および FPGA のモデリング、
合成、検証に対するCatapult C Synthesis
の統一されたフローにより、ハードウェア設
計者は、マイクロ・アーキテクチャおよびイン
タフェースの選択肢を詳細に検討できるよう
になります。高度な消費電力最適化機能に
より、動的な電力消費を大幅に削減します。
高 度 な 対 話 性を提 供 する Catapult C 
Synthesis のワークフローは、合成プロセス
に完全な可視性と制御性を提供し、設計者
は、性能、面積、消費電力に対する最適
な実装を短期間で得ることができます。
Catapult C Synthesis による高位合成ソ
リューションは、世界中の大手企業による数
百の ASIC および FPGA のテープアウト実
績 に 貢 献し て おり、2009 年 末 まで に
Catapult C Synthesis を使って設計され
た ASIC は 1 億 7000 万個以上出荷されて
います。また、Catapult C Synthesis は 3
年間連続で、Gary Smith EDA により高位
合成のリーダーであると評価されています。

◦純粋なANSI C++とSystemCの両方に対
応したデータパスとコントロール･ロジックの
混在合成

・アンタイムド、トランザクションレベル、サイ
クル精度のモデリング・スタイルをサポート
する複数の抽象度に対応した合成

・マルチブロック構成のサブシステムのパイ
プライン化およびSoCインターコネクト対
応を含むフルチップ合成機能

・消費電力、性能、面積の検討と最適化

・RTL検証インフラストラクチャをプッシュボ
タンで生成

・高度なトップダウンおよびボトムアップ階層
設計管理

・インタフェース合成およびモジュラIO技術
による設計インタフェースに対する完全で
高精度な制御

・対話型、インクリメンタル型設計手法により
最適なハードウェアへの最短パスを提供

・精度の高い制御により優れた結果品質を
達成

・ビルトイン解析ツールとしてガントチャート、
クリティカルパス・ビューア、クロス・プロービ
ングを提供

・シリコンベンダによる認証済みの合成ライ
ブラリおよびRTL合成とのインテグレーショ
ンによりバックエンドでのタイミング収束の
予測性を向上

・ASICおよびFPGAテクノロジを考慮したス
ケジューリングにより高性能なハードウェア
を生成

・クラス、テンプレート、ポインタを含む最も
幅広いC++言語サポート

・C++オブジェクト指向エンキャプスレーション
によりIPや設計資産の再利用性を最大化
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特長 ：

Catapult C Synthesis

Catapult C Synthesis は、抽象度の高い C++ および SystemC で記述された仕様から、高品質なハードウェア実装への
迅速かつ簡単なパスを提供し、設計と検証の労力を著しく削減します。

C-Based Design
D A T A S H E E T



ANSI C++ およびSystemCからの
高位合成
Catapult C Synthesis は、高位設計およ
び合成の 2 つの主要な標準言語であるアン
タイムドの ANSI C++とSystemC の両方
をサポートしています。このデュアル言語サ
ポートにより、設計ニーズや社内の標準に最
も適した言語を選択することも、両方の言語
を単一の設計フロー内で使用することも可能
となるため、設計者にとって理想的です。
そのアンタイムドな性質により、C++ はアー
キテクチャ設計および最も抽象度の高いレ
ベルでの 検 証に最 適な選 択 肢であり、
SystemC はバス・インタフェースや SoC イ
ンターコネクトなど、複雑な制御ロジックの合
成に求められる詳細な合成制御に適してい
ま す。 さらに、 標 準 の み を 採 用し た
Catapult C Synthesis を使用することで、
ANSI C++ で記述されたものか SystemC
かに関わらず、既存の設計資産を活用する
ことが可能になります。

フルチップ高位合成
Catapult C Synthesis は、純粋なシーケ
ンシャル ANSI C++ および SystemC から、
マルチブロック構成のパイプライン化されたコ

ンカレントな階層設
計を合成します。新
規 設 計 を 開 始 す る 際、Catapult C 
Synthesis が階層化し得る構造を識別、分
析するので、設計者は対話式に最適な構
造を選択できます。その後、Catapult C 
Synthesis は、階層処理エンジンを用いて
各ファンクションを独立した FSM、コントロー
ル ･ ロジックおよびデータパスを含むコンカレ
ントな階層ブロックに合成します。同時に、
Catapult C Synthesis の強力なチャネル
合成機能は、FIFO を使ったストリームチャ
ネル、ピンポンメモリ、共有メモリ、チャネル
幅、チャネル深さなどをサポートし、ブロック
間通信を最適化します。また、Catapult C 
Synthesis はトップレベルでのパイプライン処
理を実行し、トップレベルのスループット制約
を満たすコンカレントなパイプライン化された
サブブロックを自動的に構築します。 

フロントエンドからバックエンドまで
完全に自動化された検証
Catapult C Synthesis は、業界をリードす
るメンター・グラフィックスの機能検証ツール
群を活用し、強力かつ完全に自動化された
統合検証フローを提供します。これにより、
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高い信頼度を持って設計を合成し、生成さ
れた RTL の正確度を簡単に検証できます。

Catapult C Synthesis は、入力モデルに
対して自動的にリントチェックおよび静的コー
ドチェックを行い、エラーの可能性を取り除
い て モ デ ルの 改 善を図ります。また、
Catapult C Synthesis はコードカバレッジ・
レポートを生成してランタイムチェックを実行
するので、設計者は使用する C++ および
SystemC コードに対する確信を高めること
ができます。

RTL 合成後、Catapult C Synthesis は、
オリジナルの C++または SystemC テストベ
ンチを再利用して、生成後の RTL を活性
化するための完全な検証インフラストラクチャ
を生成します。自動生成されたトランザクタお
よびコンパレータを活用し、RTL での結果を
ゴールデンの検証結果に対して一致させま
す。このフローによりRTL のサイクル精度
の動作を元の C 設計内で再生できるため、
設計者はタイミングに関する問題をアンタイム
ドのソース内で直接解析できます。このプッ

Catapult C Synthesis を使用した設計フローでは、マニュアル設計手法では不可能だった
幅広いマイクロ・アーキテクチャの評価が可能になります。

Catapult C Synthesis は、入力ソースコードのリントチェックおよびコードカバレッジから、生
成された RTL のプッシュボタンのシミュレーションまで、完全に自動化された検証フローを提供
し、より高い品質の結果を実現します。



シュボタン方式のソリューションにより必要な
すべてのファイルおよびスクリプトが生成さ
れ、生成された設計を簡単に検証できます。

マイクロ・アーキテクチャ解析と
最適化
Catapult C Synthesis の自動処理と特定
の高位での制約条件を組み合わせることに
よって、ハードウェア実装を正確に制御でき
ることから、設計者は、より短期間で格段に
高品質な設計へとインタラクティブに収束さ
せることが可能です。アーキテクチャ・コン
ストレインツ・エディタでは、デザインに含ま
れるすべてのポート、アレイ、ループがグラフィ
カルに表示され、以下の高位制約条件を任
意に選択して適用できます。

・ ループのマージ、アンロールと
  パイプライン化

・相対的なサイクル対サイクルのタイミング

・ RAM、ROM、FIFO アレイ・マッピング

・メモリリソースのマージ

・メモリのビット幅変更

インタフェース合成
インタフェースおよびそれらの特性は、設計
の性能と品質に決定的な影響を与えます。

これに対して Catapult C Synthesis は、
設計者がインタフェースに対する最適な決定
を行い、最適な実装を行う支援をするため
の 機 能を用 意しています。Catapult C 
Synthesis は、最高のタイミングと帯域幅を
追求するアーキテクチャ設計者と、設計を
最も効率的に実現しなければならない実装
設計者のニーズの両方に対応しています。

最も高い抽 象 度において、Catapult C 
Synthesis ではソース記述にインタフェー
ス・プロトコルを組み込む必要がありません。
その代わりに、純粋な C++ 記述を入力と
し、特許出願中のインタフェース合成テクノ
ロジによりインタフェースのタイミングと通信
プロトコルを制御します。これによりインタ
フェース解析が可能となり、設計者はスト
リーミング、シングル／ デュアルポート
RAM、ハンドシェーキング、FIFO、なら
びにその他の各種カスタムまたはビルトイン
I/O コンポーネントを含めた幅広いハード
ウェア・インタフェースの選択肢を検討する
ことが可能です。

また、SystemC の
サイクル精度記述を
用いて、設計者が
インタフェース要件
を完全に指定するこ
とも可能です。トラ
ンザクションレベルの
モデリング・スタイル
を使用することによ
り、インタフェースの
タイミングと動作は、
コアとなる機能から
は分 離されていま
す。これにより設計
者 は、 設 計インタ
フェースに対しては
詳細な制御を行い
つつ、設計の他の
部分に対しては抽

象度の高いモデリングによるメリットを実現で
きます。このアプローチは特に、複雑なバス・
インタフェースおよび SoC インターコネクトの
効率的なモデル化、検証、合成に最適です。

低消費電力設計の検討と最適化
Catapult C Synthesis は、マルチレベルの
クロック・ゲーティング、メモリアクセス最適化、
インテリジェントなリソース共有、複数クロック・
ドメインなど、効率の高い低消費電力設計テ
クニックを完全に自動化しています。RTLネッ
トリストを徹底的に解析、最適化し、レジスタ
単位での処理により消費電力を最大限に削
減します。 これらの 強 力 な 最 適 化 を
Catapult C Synthesis の消費電力検討フ
ローと組み合わせて利用することにより、設
計者は、クロック周波数、性能、マイクロ・アー
キテクチャなどの設計パラメータに基づく数
十種類の実装候補を即座に作成できます。
消費電力の検討機能と最適化というこのユ
ニークな組み合わせにより比類のない結果が
達成され、電力消費を劇的に削減します。

予測可能なタイミング収束
Catapult C Synthesis は、半導体テクノロジ
を考慮したスケジューリングおよびアロケーショ
ンにより、学習された経験則に基づく優れた品
質の設計を生成し、物理設計段階でも予測
性の高いタイミング収 束を実 現します。
Catapult C Library Builder は、下流の RTL
合成ツールおよび特定のターゲット・テクノロジ・
ライブラリから詳細なキャラクタライゼーション・
データを収集し、ライブラリ化します。これにより、
Catapult C Synthesis は、ハードウェア・リソー
スのスケジューリング、演算子のチェーニング、
マルチサイクル・コンポーネントの推定などを正
確に行い、時間と手間をかけて RTL 合成を
行うことなく、正確な面積、レイテンシ、スループッ
トの予測が可能です。Catapult C Synthesis
は、主要なFSM 制御ロジックをタイミングのク
リティカルなデータパスから切り離して構成する
ことにより、設計の性能を最大化します。
Design Compiler で使用されるDesignWare
など、後工程の RTL 合成ツールで使用され
るネイティブな特定テクノロジ向け演算子を活
用することにより、高度に最適化されたデータ
パスを生成します。この手法によってデータパ
ス遅延を正確に把握した設計が可能となり、
RTL および物理合成を通じて、「correct-by-
construction（構築しながら修正する手法）」
に基づくタイミングが実現できます。

アーキテクチャ制約条件を適用して、ループのアンロール、マージ、パイプライン化やアレイ
の RAM へのマッピング、リソース配分の制御などを行い、ハードウェアを最適化します。
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対話型の設計解析ツール
Catapult  C Synthesis を用いて RTL
作成を自動化することにより、設計者は
1 つの設計に対して幅広いマイクロ・アー
キテクチャを簡 単に比 較 検 討できます。
また、Catapult  C Synthesis は優れ
た制御性を提供します。ユーザ指定の
制約に基づいてソリューションを生成し、
結果を X-Y プロット、棒グラフ、表形式、
回路図ビューなどで表示します。設計者
は、消費電力、面積および性能を把握
した上で迅速に意思決定を行い、これら
の 最 適 な バ ランスを 実 現 できま す。
Catapult  C Synthesis の階層的なガ
ントチャートは、クリティカルパス、データ
フロー、コンポーネント使用率などの情報
を提供します。これにより設計者は、メ
モリ帯域幅の制限、並列化を妨害する
ループへの依存性、最適なスケジューリ
ングを制限するデータ依存性など、ハー
ドコードされた性能上のボトルネックおよ
び非効率性を正確に理解できます。設
計者は問題箇所を迅速に特定し、クロス・
プロービングにより C++ コードを確認す
ることで、ソースコードとハードウェア実
装の両方を理解、最適化することができ
ます。

ESL か ら RTL
への統合された
フロー
SystemCとトランザ
クションレベル・モデ
リング（TLM） を
活 用し、Catapult 
C Synthesisはシス
テムレベル設 計と
ハードウェア設計と
いう2 つの設計ドメ
インを統合します。
メンター・グラフィッ
クスの Questa®お
よ び VistaTM ソ
リューションと組み合
わせることで、次世

代 の ESL 設 計 の 基 盤 を 提 供します。
Catapult C Synthesis は、SystemC で
記述された TLM からの合成、または純
粋な C++ モデルから TLM を自動生成す
ることにより、ESL フローおよび設計手法と
自然に連携します。メンター・グラフィック
ス の SystemC モ デリング 環 境 で ある
Vista か ら シ ー ムレ ス に Catapult C 
Synthesis 環境へ移行して様々なマイク
ロ・アーキテクチャの選択肢を検討し、緊
密に統合された Vista のデバッガを使用し
て結果を微調整できます。最適化、検証
が済んだ後、高位モデルは RTL に合成
されます。トランザクション精度からサイク
ル精 度、RTL に至るまで、Catapult C 
Synthesis は ESLと実装設計のギャップ
を埋めるのに必要な全てのモデルおよび抽
象度に対するサポートを提供します。

認証済みの統合されたフロー

Catapult C Synthesis は、サードパーティ
製ツールとも認証済みの統合を実現してお
り、ESL から検証済みのゲートに至る最も
スムーズなフローと高品質な結果品質を提
供します。Catapult C Synthesis に組み
込まれたフローおよび正式にサポートされた
ツールの一部を以下に記載します。

Catapult C Synthesis は、デバッグ、検討、最適化のための包括的な解析ツールを用意して
おり、消費電力、性能、面積の側面から最適なソリューションを短時間に得ることが可能です。

・メンター・グラフィックス :
　 Vista、ModelSim®、Questa、
　 Olympus-SoC、Precision® Synthesis

・シノプシス : DesignCompiler、VCS

・マグマ : Talus

・ケイデンス : RTL Compiler、NC-Sim

・ Mathworks : Simulink、MATLAB

・アトレンタ : 
　 SpyGlass、SpyGlass-Power

・アパッチ : PowerTheater

・カリプト: SLEC

・ザイリンクス : XPower

・アルテラ : PowerPlay

サポートされるプラットフォーム
Windows NT/2000/XP、Linux Red 
Hat Enterprise、SUN Solaris 8


